
 
陸前高田市立横田中学校 

 教育的価値  具 体 の 項 目  教育課程

 ２【かかわる】 
 ⑨【仲間や地域の人々とのつながり】幼児や高齢の人々・障がい

のある人々等が一緒に生活している地域社会において、互いに支

え合う仲間の大切さや地域の方々のありがたさを実感する。 

 ・総合的な学習

の時間 
・特別活動 

 
 【題材】 ボランティア活動、学校間交流活動、地域との交流活動  
 【対象】 横田中学校全校生徒 ２７名（ １学年９名 ２学年７名 ３学年１１名） 
 【実践の概要・詳細】 

   震災後、校庭には約１００世帯の仮設住宅がある。本校は、支援されるだけではなく、支援

  する立場にも立っての復興教育活動を推進している。 

本校では、①総合的な学習の時間を通しての「学校間交流活動、地域との交流活動」②総合

的な学習の時間を通しての「復興ボランティア活動」③生徒会活動の「上を向いて歩こうプロ

ジェクト」（千羽鶴を届ける活動、仮設の方々との合同合唱など）を三本柱として復興教育に

取り組んできた。 

 

      ＜その１＞学校間・地域との交流活動 

    ７月１１日（木）午後、一関市立川崎中学校の１年生２８名が本校を訪れました。 

   本校の生徒と初対面でしたが、合同で１３のグループに分かれ仮設住宅を訪問し、体育 

館での交流にお誘いしました。川崎中学校、横田中学校それぞれの合唱や太鼓演奏を披露 

し、最後の合同合唱で、心を一つにすることができました。２年目も大成功でした。 
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     ＜その２＞復興ボランティア活動 
   昨年も行いましたが、本年度も９月２７日（金）、陸前高田市復興サポートステーションを 

通してボランティア活動を行いました。内容は、高田町砂畑地区公道での側溝の泥出し作業でし 
た。スコップやつるはしで泥をかき出し、土や雑草で埋まっていた側溝をきれいにすることができ

ました。午前中３時間ほどの活動で、４０～５０ｍの側溝を進むのがやっとでしたが、生徒は汗を

流しながら、休憩時間も惜しんで精一杯体を動かしました。 
 ～生徒の感想～ 

 ・「ボランティア活動を通して、車でいつも通るだけで、じっくり見たことがなかった側溝の土砂あ

げをした。なぜ、いずれ埋めてしまう側溝の土砂上げをしているのか、いつも不思議に思ってい

た。今回、遺品や遺族の思い出の品などを捜すためにやっているとわかった。何かないかなとい

う思いで、必死に掘った。」 

 ・「とても暑い中での作業だったけど、なんとかやることができた。側溝の土を取ると、生活品や瓦、

   お金など、さまざまなものがでてきた。その一つ一つから、津波の力のすごさが分かった。去年

   もやったけど、今年は実際にものに触れる活動だったので、思いが少し違った。重い石にひっか

   かって出てこないものは、みんなで力を合わせて引き上げた。３時間ぐらいの作業であそこまで

   きれいになっておどろいた。」 

 ・「今回のように私たち中学生でもできることや、地域の人たちが協力して、少しずつでも活動して

   復興を目指していくことが大事だと思う。これからも復興に向けて時間がかかると思うが、私た

   ちが今できることを、やっていきたい。今でも陸前高田市の復興のために、ボランティアをしに

   来てくれる人がたくさんいるので、それを力にして街を元気づけていくことが大切だと思う。」
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    ＜その３＞生徒会活動 
      「上を向いて歩こうプロジェクト」 
 生徒会では、「上を向いて歩こうプロジェクト」を 
企画し、全校が協力して地域に元気を届けるというボ 
ランティア活動を自主的に行ってきました。 
１０月２７日（日）に行われた本校文化祭「若竹祭」 
では、例年のプログラムに加え、地域のみなさんとの 合同

合唱を計画しました。『横田に元気を届ける合唱 団』と名付

け、小中学校の仮設住宅の方々にチラシを 配り呼びかけ、若

竹祭前に３回の練習会を持ちました。  曲名は「花は咲く」

で東日本大震災後の支援ソング としてテレビでも放映され

ている曲です。若竹祭当日 は、閉祭行事の中で、仮設住宅の

方々、そして保護者、 生徒、教員と約７０名での大合唱とな

りました。「誰 かの歌が聞こえる♪誰かを励ましている♪花

は花は花 は咲く♪」と声を合わせ、心が温まる大きなハーモ

ニ ーが生まれました。座席からも歌声が響き、体育館が 一

つに繋がったひとときでした。 
  仮設住宅の方々から、「ＣＤを聴きながら、家でも 歌い

ました」「大きな声で歌って気持ちがよかった」 「また一緒に歌いたい」等のお話をいただきまし

た。 
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【実践のまとめ】 

  本校では、支援されるだけではなく、支援する立場にもたって復興教育活動を進めてきた。 

今後も、復興教育における３つの教育的価値を考えながら、被災地としての地域の現状も踏まえ、

「今子どもたちにつけさせたい力、今地域に何が求められているのか」を話し合いながら復興教

育を進めていきたい。仮設住宅の方々、生徒の声を大事にしながら、今後も三本柱で復興教育活

動を進めたい。 

 

 

 

 


